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制作段階 具体化物等 不安を感じた内容 対処の方法
発想・構想 作品主題やコンセプト
作品主題とアートイベントの趣旨や目的
との関係
制作者の経験や知識などに基づく
思考、洞察による判断
選択したモチーフや作ったストーリーに
対する他者の共感
作品が魅力的で独自性をもっているか
製　　作
オブジェ
モチーフを最適化して表現できているか 試作結果に基づく洞察による判断
安定し耐久性のある設置物にできるか
経験、知識、試作結果設置性やメンテナンスへの配慮
質に対する時間、労力、経済的負担
設置・レイアウト
コンセプトに対する空間との調和や設置
の密度
シミュレーションおよび試作結果
に基づく洞察と判断
効果的で効率的な材料選択（経済性含む）
経験、情報、試作・施行結果
質に対する時間、労力、経済的負担
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　表 1は筆者が制作を通じて感じた不安の内容と、
合わせて判断や解決の手段や方法などを整理したも
のである。今回の制作は筆者が初めて経験する池で
の展示物だったことから、オブジェの作成や設置に
関わるものは、過去の体験や制作経験から類推や、
何回かの試作やスケッチ、シミュレーションなど、
「手を動かすこと」から見つけ、確認していくこと
が主たる解決手段だった。一方、作品の根幹となる
主題や、主題との結びつきが強い造形物に関連する
不安への対処は、自分の制作意図を自身の鑑賞者と
しての経験や独自の洞察、メタ的視点などを拠り所
として判断し、決定していくことで確認した。主題
に関連する不安は、オブジェの製作や設置という具
現化によって徐々に薄らぐ。それは主題に関わる不
安が、実体と自分の考えたイメージやビジョンとの
整合性の中で、良いにせよ、悪いにせよ視覚化し、
突き合わされることによって、迷いから覚悟といっ
た意識へと変化するからではないだろうか。
　それでは創造活動において不安はどのように捉え
るべきなのだろうか。「デザイン思考」は有形、無
形を問わず、現在の様々な分野で創造活動に影響を
与えている考え方である。ティム・ブラウンはデザ
イン思考の説明において、イノベーションは、三つ
の空間に分け考えることができるとし、「着想（イ
ンスピレーション）」「発案（アイディエーション）」
「実現（インブレメンテーション）」を挙げ、「チー
ムがアイデアを改良したり、新たな方向性を模索し
たりするうち、プロジェクトがこの三つの空間を何
度も行き来することもある。」と述べている。6）そし
て、「洞察が予定どおりに得られることはないし、
どんなに都合が悪いときでも、機会が訪れたらつか
まなければならない。…（中略）…このプロセスに
うんざりした IDEOのデザイナーのひとりが、上の
ようなプロジェクト・ムード・チャートを考案した
ことがある。このチャートはプロジェクトの各段階
におけるチームの気分をかなり正確に言い当ててい
る。」7）とし、図 9を挙げている。そして、「（前略）
最適なアイデアがまとまると、プロジェクト・チー
ムはあえて楽観的にふるまうが、ときおり極度のパ
ニックに襲われる。恐怖が完全に消えることはない
が、経験豊富なデザイン思考家ほど心の準備ができ
ており、一時的な気分の落ち込みに惑わされない。
（後略）」8）と述べている。つまり創造活動を行う上
で不安は必ず訪れ、また、その不安がブラウンの示
す 3つの空間の行き来する原動力となると考えられ
る。筆者による本作品では、ブラウンの示す「洞察」
の段階はすでに中之条ビエンナーレに初めて参加し
た数年前から始まっていた。次回参加できるなら次
はどのようなものをどのように作るか、という意識
は、作品を展示できたという安堵と制作者としての
覚悟とは裏腹に、自分の想いを表現できたか、観覧
者に伝わったかという不安として常に抱き続けてい
た。この不安が経験や観察の中で今回のアイデアと
して具現化することにつながったように思える。つ
まり、洞察が不安をもたらすといえるが、不安だか
らこそ洞察を活性化するともいえるのではないだろ
うか。
　そしてブラウンは、アイデアを出す上でも絞り込
む上でも、実態や場面に応じたプロトタイプ作成の
重要性を示している。9）本制作では比較的初期の発
想・構想からコンセプトやイメージしていた作品内
容に沿うかたちで作品化に至った。つまり、多くの
実験は、適正な具現化へと収斂することを目的にし
たプロトタイプ作成になったが、そうした過程にお
いても、より良い新たな作品アイデアにつながるも
図９　プロジェクト・ムード・チャート
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のはないかという意識を常に持ち続けていた。実現
に向けた可能性は、経験をもとにした机上での想定
だけでは確認できない。実際に手を動かすことで想
定の甘さを実感することも、また、偶然から新たな
アイデアへとつながることも多い。今回の場合は設
置においてオモリとオブジェをつなぐものとしてテ
グスではなく針金を使うことを思いつき、高さ調整
等を大幅に改善できた。この材料選択も設置におけ
る時間の浪費に対する不安であった。この修正は作
品全体に対しては小さなことだが、思いつきを試し、
目的や目標に近づく経験は、改めてプロトタイプに
よる検証の重要性とともに実験意欲を掻き立てるこ
とへとつながったと感じている。
　創作活動において不安は必ず訪れるものであり、
また、不安が創造を活性化させるものとしたが、不
安は萎縮したり意欲を減衰させたりといった作用も
あるといえよう。創造活動における不安に対してブ
ラウンは楽観主義を養うことを挙げている。10）つま
り最終的には良いもの（作品）にできるという確固
たる信念を持つということである。当然のことなが
ら楽観主義を構築していくのは知識や経験といえよ
う。例えばプロトタイプによる思考がもたらすもの
も無駄も多いが、飛躍をもたらす瞬間を経験するこ
とで、手を動かせば何かの発見や糸口を見いだせる
という思考へとつながるのである。楽観主義のもと
では不安は不安でなくなり、飛躍へのヒントになる
ということであろう。
５．考察から見る図画工作・美術科教育
　これまで筆者の制作をもとに不安と創造について
見てきたが、それらをもとに図画工作科や美術科に
おける創造に向けた指導について考えてみたい。
　子どもにとっての造形の創造活動は、題材、素材、
色、形など様々な造形要素との出会いや能動的な関
わりから生まれる効力感による楽しさや感動といっ
たものが基盤になることに疑う余地はない。しかし、
子どもが「先生、どうすればいいですか？」「これ
でいいですか？」という指示を仰ぐ声が聞かれると
いうことを現場教員から耳にすることがある。この
問いが製作における技能な手順などの問いであれば、
正しい手順のヒントを示せば良いことだが、発想や
構想の場面において、何を考えて良いのかわからな
い、あるいは教員や友人などの評価を気にするあま
り、自分の中で到達点を設定できないなどの不安か
ら出てくる問いであることが考えられる。これらの
不安を教員の具体的な指示に従わせ、解消させてし
まっては、創造に向けた成長は望めないであろう。
また、子どもによっては不安を吐露することなく、
作例に倣ったり、既知のキャラクターを利用したり
することで、挑むことなく安心感を得ようとする姿
も見られる。教師は子どもが感じている不安に安易
な解決を提示するのではなく、不安に寄り添い、子
どもに不安を感じるのは好機であることを実感して
もらうことが重要であろう。子ども自身で不安の原
因を明確にするよう誘導し、可能な限り手を動かし
て考え、自ら何かを発見させることが望まれるので
ある。造形活動でおこなわれている創造は手を動か
すことで絶えず変化し、かたちとなってフィード
バックされる。時に偶然や良い意味での誤読から新
たな創造へと道が拓けることも多い。図工や美術以
外の教科は正しい考え方を効率よく導くための型を
学ぶことが主であるように考えられる。しかし、造
形における創造での学びは、効率的な思考の中だけ
では見落としがあることを知らせるべきである。そ
して、最終的には単純な「手を動かせばなんとかな
る」という行動と楽観が一体となって身につくよう、
徐々に題材等の難易度を上げ、経験していくことが
望まれる。そして、不安だからこそ創造に向きあえ
るという思考を身につけることが造形創造の教科に
おいて最も重要な意味だと考えられる。
６．おわりに
　不安はネガティブな感情と捉えられがちで、とも
すれば個人の中に押し込めて対処してしまう。もち
ろん感情的に表出させ周囲を巻き込んだり、思考す
ることを抑制したりすることなど、負につながる要
因でもある。しかしながら、創造活動は言い換えれ
ば自分にとっての新たな領域に身を置くことであり、
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常に何らかの不安に身を晒すことでもある。不安の
克服や対処の方法を見出した時の喜びや安堵は、次
の創造活動へ力となり、好奇心を強く大きくさせて
くれる。つまり自分なりに創造の方法や思考を見つ
けるということは、不安に対処する術を身につける
ということことにもつながると考えられる。創造活
動における不安を明らかにするということは、実は
とてもポジティブで、特に自分なりの答えを導く方
法を学ぶという造形教育において、重要な役割を担
うかもしれない。本稿では自身の制作から省察して
いたが、今後は図工・美術教育を中心に研究を進め
ていきたい。
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